
第2號 】 高 崎=家 兎 氣 管 道 ヨ リ注入 セルSqualinノ 肺 二及 ボ ス攣 化 及Squalinノ 運 命107

「家 兎 氣 管 道 ヨ リ注 入 セ ルSqualinノ 肺 二及 ボ ス

變化 及Squalinノ 運 命

(附Squalin注 入 ト生體 染 色 トノ 相 關 二就 テ)

東京市鴻上病院竝東京醫學專門學校病理學教室(指導敏授 佐 一々雄)

高 崎 保

目 次

緒論及文獄

第一章 實験方法

第二章 氣管道ヨリ注入セルSqualinノ 肺 二及ボ

ス墾化及Squalinノ 蓮 命

第一節 注入後7日 目二於ケル肺 ノ病理組織學

的所見

第二節 注入後14日 目二於ケル肺 ノ病理組織

學的所見

第三節 氣管道 ヨリ注入セルSqualinノ 肺 二及

ボス愛化 ノ小括

第三章 氣管道 ヨリ注入 セルSqualinノ 蓮 命 ト生

禮染色 トノ關係

第四章 総括及考案

結 論

圭要丈献

緒論及文獄

近來動物 肺 ノ生理的機能 二關 スル研究 ノ・益 、盛

大 二趨 キ實験 尤r法ノ進 歩 ト種 々 ノ物質 ノ生膿 内

二於 ケル化學 的及物 理的現 出法 ノ完壁 二近 キ迄

ノ襲達 トニ俘 ヒ肺臓 ノ生理的機能 ノ範園 ハ盆 ㌃

憤張 セ ラレ絢燗 タル研究業績 ノ籏 出 ラ見此 ノ方

'面 ノ研究 ニー殺 ノ精彩 テ加 フル ニ至 レリ
。肺 ハ

呼吸運動 二依 ル瓦斯交 換作用 ニ ョリ組織 呼吸 ノ

爲 二汚染 セ ラレタル静脈血 ノ清浄作用 ラナ ス ト

共 二血液 中 二混 入 セル種 々 ノ異物 テソ ノ毛細血

管 二抑留 シ吸著 シテ之 ラ肺胞 内二排泄 スル浮化

作用 テ其備 スル事今 ヤー般 ノ認 ムル庭 トナノL。

嚢 二(1,余 ノ・Squalinテ 静 脈 内 注射 トシテ使 用

スル場合 ノ肺臓 及 ソノ他 ノ臓 器 二於 ケル該物質

ノ新 陳代謝拉 ニ ソノ場合 ノ肺
、 肝、 脾、 腎臓

ノ病理組織學的攣化 二就 テノ第1同 報告 テナ セ

リ・今同 ハSqualinノ 生 物髄 二 封 スル作用 ノ

第2報 トシテ同Squalinテ 以 テ氣 管道 ヨ リ之

ヲ 注 入 シ肺 ノ攣 化 ト該物 質 ノ蓮命 ラ検 シタルモ

ノナ リ。 其 ノ結果 肺 ノ憂 化 トシテ甚 ダ興 味 アル

特異 ナルモ ノアル事 テ探知 スル テ得 タ リ。

實験動物 二或ハ人類 ノ肺臓疾患 二治療 的意味 二

於 テ氣管道 ヨリ種 々ナル物質 テ注 入 スル事 ハ古

クヨ リ實際 二行 ハ レ氣 管 テ経 テ肺 二注 入 スル術

式 モ多数 ノ人 々 ニ ヨリ種 々考案 サル。注 入術 式

ノ種 々論議 サル ・二至 リタルハ1922年Sicard
,

FovesterガLipiodolラ 創 製 シ タ ル ニ出 デ
、

氣管 道 ヨ リノ注 入ガー般 二重要幌 サ レ肺臓疾 病

ノ診断及治療 ニー大 轄機 ラ來 シタルニ始 ルLi -

piodolノ 注 入法 トシテ12z前 田氏及佐藤清一郎 氏

ノ門下圏淺川氏 ハ次 ノ5方 法

1・ 聲 門上注 入法

2.喉 頭 内注 入法

3.嚥 下注 入法

4環 状 甲状靭帯 乃至rP状 舌骨靭帯穿 刺法

5.氣 管枝 直達 法

ラ基 ゲ ラレ第(4)ノ 穿 刺法 ハ操作輩簡 ノ如 ク見
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ユルモ實 ハ複 雑 ナル方 法 ニシテ出血及Phlegm-

oneラ 穿 刺創 ヨ リ往 々惹起 スル事 アリ。又氣 管 ノ

粘膜 テ刺戟 スル事大 ナ リ、 第(5)ノ 直 達法 ハ操

作 又複雑 ナル バ ナ ラズ氣管 ノ各方面 ノ分枝 一

自由 二注 入 スル事 ハ實行 サ レ難 シ、第(3)ノ 嚥

下法 ハ流 入不確實 ナ リ推賞 サ レズ、 第(1)ノ 聲

門上注 入法第(2)ノ 喉 頭 内注 入法 テ人類 ノ場合

二最 モ適 シタル注 入法 トナ ス。Squalinノ 氣 管

道 ヨリ ノ注 入 二向 ツテ余等 ノ・氏 ト同様 患者 二封

シテハ第(1/法 及 第(2)法 二依 リ家兎 二封 シテ

ノ・第(4)法 ノCrycothyreoideal-Wegラ 探 用 セ

リ。{2)Franco,Marangoni氏 ハCrycothyre-

oideal-Weg,Transglottidealer-Weg,Direkte-

EinfUhrung/3法 ラ 推賞 シ(3)J.Ernst氏 ハ

家 兎 ノ場合Thoracheothomieラ ナ シKathe-

thelテ 描 入 シテ適所 二注 入 テ成 シ得可 キテ報

ズ、氣 管道 ヨ リ注 入 サル ・物 質 ノ種類 ノ・ソ ノ目

的 ニ ヨ リ多種 多様 ナ リ。 今氣 管道 ヨ リ肺 二種 々

ノ物質 ラ注 入 スル場合 テ ソノ目的 ヨリ大別 ス レ

ノ ミ'

a)R6ntgenologisch二 造 影剤 トシテ肺 ノ疾

病診 断

b)治 療剤 トシテ肺 ノ疾 患 二慮用

c)實 験的 二肺 ノ攣化及肺 ノ生理學的機能 ノ

攻 究

等 一 ア リ。a)b)ノ 場 合 ハLipiodolノ 如 ク其

ノ作用 ヲ兼囁 スル場 合 アリ。{4)Jackson(1918)

ハ肺 ノR6ntgenノ 補 助診断 トシテ人 ノ氣管枝

内 二造影剤 テ注 入 シ(5)Lynah(1920)ハ 「オ レー

フ」油 二'/3量 ノ次炭酸蒼鉛 テ俘游 セ シメタルモ

ノテ造影剤 トシテ注 入 シ膿瘍 ノ杢胴 内二之 テ充

シテ何 等副作川 ナ ク治療的 ニモ良好 ナル成績 ラ

揚 グ.Lipiodalノ 登 見以來肺 ノR6ntgen腺 ニ

ョル補助診断 法 トシテハ專 ラ氣管道 ヨ リノ同剤

ノ注入法 テ使川 シ、治療的 ニバ25佐 藤氏 ニヨ リ

肺壌疽 二使 用 セ ラ レテ数 ア リ。肺結核 二封 スル

Lipiodalノ 作 用 ・・論庭 々ニ シテ ー定 セズLip-

iodalノ 運 命 ト肺 ノ愛化 二關 シテ・・多撒 ノ業績

ア リ。 〔6⊃Brown,t7}AmbersonandHiggins,

{8佐藤
、(9}小 辰(1・)梅 田氏等 ハLipiodalノ 肺

_及 ボ ス攣化 ハ紗 ク最 モ著 明 デルハ氣管枝 上皮

細胞 ノ檜殖 ト肺胞 上皮 ノ再生拉 二間質 ノ檜殖 ナ

リ。氣管枝 上皮 ノ増 殖 ノ・特異 ナル現象 ニ シテ増

殖伸展 セル上皮雛髪 ハ迂 曲錯綜 シ管腔 テ充 シ或

ハ肺胞 上皮 トシテ圓柱形上皮 ノ再生 ラ見肺胞間

質 ノ増殖 ニ ヨリ是等 ノ肺胞 ハ著 明 二縮 少 セラレ

腺檬組織 テ見 ルガ如 シ。

治療剤 トシテ其 ノ他 二氣管道 ヨ リ注 入 サ レタル

藥剤 ハ種 々 ノ油剤 二 出 ヅルモ ノ多 シ。1850年

(iraH .Greenハ 肺 疾患 二藥 用油一トシテBalsa-

micaテ 直接 氣道 内 ヨ リ注 入 シ、18S7年al)bRo・-

senbergノ 、Mentholテ 「オ レー フ」汕 二溶 シテ

用 ヒ良好 ナル結 果 ラ得 タ リ。油剤 トシテAeth-

erisches61ハ 静 脈 内注 射 ノ術式 ヨテ肺疾患 一

古 クヨ リ旺 ンニ用 ヒラレタル テ 見 ル(余 ノ論文

Squalinノ 新 陳代謝及蓮 命第1報 結核15巻9號

参照)氣 管道 ラ経 テ肺 二向 ツ テ 種 々ナル物質'テ

注 入サル ・今 一一ツ ノ目的 ハ自然的 呼吸作 用 一 ヨ

リ吸 入サル ・異物 ノ實験 的研究 トシテ肺 ノ是等

物質 二封 スル反磨攣化 テ見、 省更 二延 ヒテハ肺

胞上皮 ト組織球性細胞 トノ關係 ラ明 ニセ ンガ爲
　

二行 ハル ・場合 ナ リ。

此 ノ方面 二關 スル研究 業績 ハ誠 二枚基 二逞 ナキ

モ ノアリ。就 中最後 ノ問題 二關 シテハ今 爾所論

嘔 々ニ シテ1貫 セル定詮 ナ シ。即肺胞 上皮 ノ…

部 ハ組織球性細胞 ニ ヨリ形成 サル ト云 フ設 ト全

部 上皮 性 ナ リ トナ ス設 トニ シテ是等 ノ論雫 ノ眞

底 テ穿 墾 センガ爲 二種 々ナル實験 ガ成 サ レ各方

向 ヨリノ観察 ガ試 ミラレタ リ。生龍組織培 養 ニ

ヨリ肺 胞上皮 ノ生物學 的機能 或 ハ種 々ナル物質

ラ實験 的 二澁 人 シテ肺胞 内"出 現 スルStaubz-

ellenノ 起 原 二關 シテ形態學 的及生罷染 色法 一

ヨリテ各 自 ソノ主張 テ固守 ス、 近年(12・〈13)Lang,

Robb-Smith等 ハ 生膿組織培 養 ニ ヨ リ上皮設 テ

日本 ノ研究 者 トシテハ(槻青野、(15)眞島 、(16)村田、

(17)大高 氏等 ハ主 トシテ生禮 染色 ニ ヨ リHistioc-

yten設 ラ唱 フ、(18)Kallikerノ ・彼 ノbroncho9-

eneVersilberungニ ヨ リ古 クヨ リノL皮 細胞
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i51ラ 唱 フ、 上 皮 細 胞 設 ハ 古 ク ヨ リ(19)Aschoff,

(20)Gross
,(21)Seemann,(22)Westhus等 ノ 提 唱 シ

タ ル詮 ニ シテ 近 年(23)赤 崎 氏 ハ氣 管 道 ヨ リ 種 々

ナ ルStaubartenテ 注 入 ス ル 際 二起 ル 攣 化 テ

bronchogeneVersilberungニ ヨ リ テ研 シ上 皮

細 胞 詮 二加 澹 ス、 而 シテ 上 記 ノ詮 ノ中 間 詮 ト シ

テ ノ・近 年(26)大 野 氏 ハStaubzellenノ 由 來 テep-

itheliar/AlveolarepithelトMesodermヨ

リ登 來 ス ルHistiocytenノ 雨 者 ノ 混 ジ タ ル モ

ノ ナ リ トナ ス。 種 々 ノ物 質 注 入 ニ ヨ リ テ起 ル肺

ノ攣 化 ノ概 詮 ト シ テ ・・注 入物 質 ノ如 何 ニ ヨ リ千

差萬態 ナ リ、水性 ノ物 質ハ肺胞 内 二於 ケル吸牧

早 ク肺 ノ攣化 モ輕 度 ニ シテー過 性 ノ肺 炎 二止 ル

禮組織 二封 シ刺戟張烈 ニナル ニ從 ヒ攣化 モ亦張

クテ高度 ノ炎性滲 出機轄 テ示 スニ至 リ途 ニハ出

血及膿瘍形成 テ示 スニ至 ル。

油状物質 バー般 二肺 二於 クル憂 化輕 度 二経 過 ス

即各組織細胞 二輕度 ノ刺戟 トシテ慢性的 二働 キ

組織 二塘殖的機能 テ呈 セ シ ム ル ー 至 ルモ ノ多

シ。余 ノ注 入セルSqualinノ 生 化學 的方面 二

關 スル梗概 ハP-,,鴻上等 ノ論 文(結 核15巻 第1號

7號)二 譲 リ弦 ニ ソノ記載 テ省略 ス。

第一章 實験方法

家 兎膿 重2kg内 外 ノモ ノテ使 用 シ、Squalinラ

大 量5.09ヨ リ小!ll:0.59迄 ノ注入 テナ シ各k

二就 テ時期 的 二逐次動物 テ撲殺 シSqualinノ

運 命及肺 ノ攣 化 ラ検 ス。

氣管道 ヨ リ肺臓,ヘ ノ注 入術 式 トシテノ・Crycot-

hyreoideal-Weg二 依 ル方 法 テ探 ル、 先 ヅ家 兎

テ仰臥位 ニテ四肢 テ窒 ヒニ緊縛 シテ固定 シ頸部

二於 テ環状軟骨 卜甲状軟骨 ノ間 二於 テ鉛 直 ラ注

射針 テ刺 入 シ氣 管 内二達 シタルテ確 メ藥液 テ注

入 ス、直 二各方向 二動物 ノ膿位 テ攣換 シテSq-

ualin物 質 ノ肺臓 内 二ZF等 二撒布 サ レシ事 テ期

スn

健 康 成 熟 家 兎8頭 テ4群 一 別 チSqualinテ 夫

々5・Occ,3・Occノ 大 量 ト1.Occ,O.5ccノ 小 量

テ 各2頭 ヅ ツ ー1同 二 注 入 ス 。 各群 ノ1頭 ヅ ツ

テ7日 後 二 残 リ ノ1頭 ヅ ツ ラ14日 後 貞 撲 殺 シ

テSqualinノ 肺 臓 内 二於 ケル蓮命及肺 ノ病 理解

剖組織 學的 ノ憂化 テ検索 セ リ。大 量5.Occヨ リ

小量0.5ccヅ ツテ1同 二1氣 二注 入 シタル各2

頭 ヅツノ是等 ノ試 験獣 ハ何等認 ム可 キ外観 上 ノ
　

支障 ナ ク経過 セ リ。唯5.Occ及3.Occ注 入 ノ例

二於 テ3日 頃 ヨリ食慾鞘k減 退 シ罷重 ノ僅 少 ナ

ル減少 テ見 タルモ ノアルモ生命 二危瞼 ナ ク経過

セリ.ソ ノ他 ノ動物 ハ膿 重 ノ増加 モ正常 ナル テ

認 メタリ。(第1試 験)

尚 別 二Squalinノ 新 陳代謝 及運 命 二 組織球性

細胞 ガ重大 ナル關係 ラ有 スル事 テ認 メタル テ以

テKarmin一 ヨノし生髄、染色 ラナ シHistiocyten

トノ關係 テ 究明 セ ン トシテSqualin注 入 ト同

時 二Lithion-Karminノ 静 脈1有注射 テ併 用 シ

テ此 ノ關1系 テ攻究 ス(第2試 瞼)。

第 二章 家兎 氣管 道 ヨ リ注 入 セルSqualinノ 肺 二及 ボス饗 化及Squalinノ 運命

第1試 駿 氣管道 ヨリ注入セル動物 ノ肺 ノ概括

的所見

第1試 験 ノ成績 テ各例二就テ詳記 スル煩ラ避 ク

ル爲 二7日 目撲殺 ノ4例 テ第1節
。14日 目撲殺

ノ4例 テ第2節 トシテ ソノ結果 テ縮括的 二簡軍

二記載 ス。

第 一・節 氣管 道 ヨ リ注 入後7日 纒 過 二於 ケノレ肺 ノ概i括的所 見

肉眼的所見 大 量5・Occ及3.Occ注 入 ノ例 二於 テハ肺 ハ淡赤
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褐色テ示 ス部分 ト淡赤灰 白色 テ示 ス部分 トガ島

喚状 ラナ シテ或ハ地圖歌 テナ シテ相錯綜 シ淡赤

褐色部ハ海綿駄 ノ硬度テ呈 シ容積 テ檜 シ淡赤灰

白色部 ハ輕度 ノ硬結 テ認 メ硬度柔靭ナリ。割面

ハ同様 ノ所見テ示 シ淡赤褐色部 ト灰 白色部ノ・入

リ齪 レ大量5.Occ注 入 ノ例 二於 テハ左右 ノ下葉

ト右上葉上部ハ全般 二淡赤灰白色 ノ硬結竈 テ呈

ス、小量1.Occ及0.5cc注 入 ノ例 二於テノ・灰白

色硬結部 ハ肺 ノー一小部分 二限 プレ肺門部及肺 ノ

下葉 二於テ比較的 二好 ンデ認 メラル ・ガ如 シ、

肺肋膜及壁肋膜共 二攣化ナク肋膜腔 二滲出物 テ

見 ズ。

組織學的所見

組織學的所見 トシテ最 モ著明ナル攣化ハ肺胞上

皮 ノ剥離 ト椴子形或ハ圓形上皮 ノ出現ナ リ、肺

胞上皮 ノ剥脱遊離 セルモ ノハ肺胞 内ヲ殆 ンド充

填 シ、各細胞 ハ相互 二個々遊離状 テナシ或ハ相

凝結 シテ融合駄 ラ呈 セルラ見ル、後者二於テ相

融合セルモノハ殆 ンド個別的 ノ細胞 ノ限界 ラ認

メシメザル集團 テナス、又或 ハ是等肺胞内 ノ大

軍核細胞ノ・其 ノ撒 ガ曾シ肺胞壁 ト密接 二連 リ漸

次組織化 ノ像テ示 スモ ノモ見 ラル。一部 ノ肺胞

壁ハ其 ノ壁周園 ノ壇殖性憂化ニヨリ歴縮 セラレ

狭小 トナル。肺胞上皮 ノ新生・・上皮 ノ剥離 セル

肺胞 ノ穂テニ認 メラル ・ニハ至 ラザルモ特二小

量注入ノ場合(1.Occ、0.5cc)一 ハ比較的良好 ナ

～レ再生機轄 テ認 ノ シへ 肺胞 壁 ハ旗大 セ ラレ壁

間質 ノ増殖著明 ナ リ。以 上 ノ攣 化 ハ圭 トシテ肺

ノ灰 白色硬結部 二認 メラル ・像 ナ リ。大量注 入

ノ場合(5.Occ)肺 胞 上皮 ノ剥 離 ノ他 二淋 巴球 拉

二大軍核細胞 ノ滲 出 テ見ル部 位 ア リ・ 水腫 承多

核 白血球 ハ何 レノ部分 ニモ現存 セズ。然 ルニー

部 ノ肺胞壁 二細胞核 ノ染色性減弱 消失 セルNe-

krobioseノ 像 テ見 ル。

外観 上容積 ノ増加 テ示 シタル肺 ノ淡赤 色部 ハ組

織學 的 二肺胞壁 ノ〕輕度 ノ充 血 ト肺胞 ノ旗張 テ示

ステ大量注 入 ノ例 二於 テ認 メタ リ。

SudanIII染 色 二依 ル時 ノ・注 入 セラ レタルSq-

ualin物 質 ノ・特 二肺 ノ灰 白色硬 結部 二於 テ赤褐

色 ノ滴片 トシテ各所 ノ肺 胞 内二達 シ剥脱 セル肺

胞 上皮 ト凝團 テ形成 シ、或 ハ肺胞上皮 内及大軍

核 細胞 内 二少 ナル粒子 トナ リテ囁 取 サル ・ノ像

ラ見 ル、或 ハ肺胞 内二於 テ肺 胞上皮及肺胞 内壁

二牛 月封犬、環月犬、球 駄等 トナ リテ粘 著 セル像 テ示

ス、叉肺胞 壁繊維 間 ノ大喰 細胞 内二囁取 セ ラレ

タルモ ノ或 ハ肺 胞 壁淋 巴間隙内 二遊離歌 ノ細滴

片 トシテ見 ラル ・モ ノ等 ア リ。 大景5.Occ注 入

ノ例 二於 テ肺肋膜 下 ノ表面 二近 キ肺胞 二Sudan

III陽 性Squalinラ 認 メソ ノ部 二近接 セル肺肋

膜被覆 細胞 内二SudanIII蕗 法 陽性 ナ ル物質

テ見 タ リ。

第二節 氣管道 ヨ リ注入後14日 二於 ケノu肺ノ概括的所見

前節7日 経過 ノ場合 ト同様 二大量及小量 ノ4例

ラ概括 的 二記載 ス。動物 ハ各例 トモ蓮動 活酸、

膣重 ノ増加 ラ示 シタリ。

肉眼的所 見

大略前節 ノ場 合 ト同様 ナル所見 テ示 シ限局 セル

灰 白色肝憂部 ト帯 赤灰 白色 ナル含氣量 二富 メル

部 分 トラ見ル、大量荘 入 ノ例 二於 テノ・(5・Occ)肺

ノ各所 二地 副 吠 ノ硬 結部 ヲ見、大 ナルモ ノハ全

葉 二亙 リ灰 白色硬 結状 テ示 シ無氣状 テ呈 セ リ、

肋膜 面 ノ・共 二ZF滑 ニ シテ、癒著 ナ ク又滲 出物 テ

見 ズ。

割面 二於 テ灰 白肝攣部 ハ破 度 肉肱 ノ外 観 ヲ示 シ

血管 二富 ミ、即 チ實質性 ノ攣 化 テ示 シ無氣 歌 ナ

リ。小}il:(1.Occ、0.5cc>ノ 場 合 一t一於 テノ・硬 結部

ハ大{itノ 場 合 ノ如 ク高 度 ナル抵抗 ヂ示 サズ硬度

モ柔軟 ナ リ、割面 二於 テハ淡赤灰 白色含氣量 二

乏 シ.

組 織學 的所 見、 灰 白色肝攣部 ハ爾剥 離性 上皮 固

有 ノ凝 團 テナセルモ ノ・残胎 ヲ兄 ルモ今 ヤ全 ク

各細胞 ノ固有=影像 ハ求 メラ レズ、肺胞 内二全 ク
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乾性 ノ小ナル凝團 トシテ見 ラル或ハ肺胞内二全

ク斯ル肺胞上皮及滲出細胞ヲ見ズ、肺胞壁ハ新

生セル椴子形 ノ上皮 ノ規則正 シキ配列二依 リ蓋

ハ レ終末氣管枝 ノ如 キ像 テ示スニ至ルモノアリ。

此 ノ時機二於ケル最モ著明ナル攣化ハ上記 ノ椴

子形 ノ上皮 ノ新生 ト肺胞壁繊維成分 ノ檜殖ナリ

肺胞壁ハ高度二肥厚 シ爲 二肺胞腔ハ甚 シク厘i縮

セラレテ狭小 トナリ宛モ腺管状 ラ示 スニ至 レル

モ ノラ見ル。肉眼的二灰白肝憂状 テ示サ"ル 部

二於テモー一般 二肺胞壁 二繊維 ノ檜殖 ノ傾向テ示

ス。大量注入例 二於テー部 ノ肺胞ハ甚 シク籏張

シ肺胞壁ハ伸展 シテ氣腫状テナスモ ノアリ.

SudanIII染 色 二依 ル時ハSqualinハ 肺胞内

二於 テ甚 シクソノ量 ラ減 ジ小量注入ノ例二於テ

ハ殆 ンドソノ痕跡 テ認ムルニ過ギズ、即肺胞内

ノ浸潤細胞凝塊中二或 ハ肺胞壁 二牛月歌、橘圓

形、或 ハ微細ナル粒子歌 トナリテ微 カニソノ存

在テ認メシメ又籏大セル淋巴間隙内二喫状或ハ

不規則ナル微粒子 トシテ存スルラ見ル。

氣管道 ヨ リ注 入 セルSqualinノ 肺 二及 ボ ス攣化

(第1節 及 第2節)ノ 小括

注 入セルSqualinハ 禮 ノ位置 ノ攣換 運動 ニ ヨ

リ各部 ノ肺胞 内二達 ス、激 日ニ シテ肺胞 上皮 ノ

剥 離 テ招來 シ、肺 炎 テ惹起 ス。然 ルニ此 ノ場合

Lipiodolト 同様 二高度 ノ肺 炎 ラ示 スニ至 ラズ、

故 二多核 白血球 、淋 巴球及滲 出液等 ノ炎性滲 出

物砂 ク或 ハ少量 ノ注 入 ニア リテハ全 ク炎性滲 出

作 用 ラ惹起 セ シメズ。 但 シSqualinノ ー 時 二

同一肺胞 内二過量侵 入 シタ リ ト思 ハル ・部位 ニ

ソノ部 ノ肺胞壁 ノ ー一部 二Nekrobioseノ 攣 化

ラ見 ルモ ノアリ。然 ル ニ時 間 ノ経過 ト共 二是等

ノ攣 性竈 ハ間質繊維 ノ壇殖拉 二肺胞 上皮 ノ再生

現象 ラ示 スラ認 メタリ。肺胞 内 二侵 入滞 溜 セル

Sqalinハ 組 織細胞 二刺戟 的 二 作月 シ此 ノ部 ノ

肺胞壁 ノ檜殖的機轄 二封 シ甚 シク賦括 的 二作 用

シ肺 胞壁 間質 ノ増殖 、肺胞上皮 ノ新生 テ示 シ爲

二約14日 後 二於 テハ肺 ハ腺管歌 ノ攣化 ヲ呈 ス

ル ニ至 ルモノア リ。

第三章 第二試験Squalinノ 経氣管的注入 卜生髄染色

氣管道 ヨ リ肺 二注入 セラ レタルSqualinト 肺 ノ

組織球性細胞 トノ關係 ラ索 メ ンガ爲 二Squalin

注 入 ト同時 二Karminノ 生膿染色 テ試 ミ組織

學 的 二之 ガ検 索 テ施 行 セ リ。

實験 方法 トシテノ・家 兎(2.Okg内 外)2頭 二就 テ

内1頭 ハSqualin2.Occ注 入 ト同時 二Lithion-

Karminテ 静脈 内注射 トシテ・一般生膿 染色 ノ方

法 二從 ヒ8日 間連 日注 入 テ繰返 シ、 他 ノ1頭

ハKarminノ 生農 染色 ノ封照 トシテLitlion。

Karminノ ミ ノ注射 テ施 セリ.

本 試験 獣 ト封 照獣 ハ共 二9日 目二撲殺 シ、肺臓

二就 テ凍結切片 及Parafin切 片 テ製 シSudan

III染 色、 且aematoxylin軍 染 色、且aematx-

ylin-Eosin,VanGieson,Weigert氏 弓軍性繊維

染色、鐵 反慮、鍍 金法、Fibrin染 色 等 一 ヨ リ

詳細 ナル観察 ヲ行 ヘ リ。

Karmin生 膿 染色 ノ封照 二於 テハ肺 ニ オヶル小

血管内壁 二壁立 セル多核白血球、淋巴球 ノ増加

アリ。血管外壁 ノ結締織中ニモ圓形細胞 ノ輕度

ノ浸潤 テ示ステ見ル。肺胞壁 ノ輕度 ノ旗大テ示

ス所 モ見 ラル。

Karminラ 貧喰 セル組織球性細胞 ・・血管内、氣

管枝壁、肺胞壁等二於テ多撒 二見 ラル。

肺胞上皮ハ余 ノ試験方法 一 ヨ リテハKarmin

沈著 ラ見ズ、Squalin注 入家兎二於 テノ・前記 ノ

第一試験 ノ場合 ト同檬 二肺胞 内二剥離上皮拉 二

大軍核細胞 ノ出現テ見ルモ多核 白血球及淋巴球

ハ現存 セズ、血管内壁 二多核 白血球 ノ壁立 セル

モ ノ及血管周園 ノ結締織中二大軍核細胞 ノ浸潤

ラ示 スモ ノアリ。肺胞内二遊走 セル大軍核細胞

中ノー部生禮染色陽性 ラ示 ス。肺胞 内テ充 タシ

タル大軍核細胞 ト加之繊維 ノ壇殖機轄 テ件 ヒ肉

芽組織化 ノ像テ示セ ル部分 二於 テ大多数Kar-

min搬 取陽性 ナルテ認 メ得 ラルベ シ。
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SudanIIIノ 染 色所 見 ノ・前試験 二於 ケル ト同様

二肺胞 内 二或 ハ肺胞 壁繊維間 一入 リ細胞禮 内外

二於 テ見 ラル。

肺胞 上皮 ノ・剥 離 シタルモ ノ或 ハ未 ダ剥 離 テ示 サ

ザル モ ノアリ テ是等 ノ細胞 内ニノ・Squalinノ

細 滴子 テ常 二貧喰 ス。

肺胞 内 二遊走 セ ル 大軍核細胞 中 ニハKarmin

穎 粒 トSqualin/SudanIII陽 性粒 子 トテ同

時 二貧喰囁 取 セル像 テ示 スア リ.肺 胞 内二密 二

浸潤 セル大軍核細胞 ニノ・同檬 ・;一・Kamin生 膿 染

色 陽性 ヲ示 スモ ノア リ。斯 ル部位 ニノ・Squalin

物 質 ノ多量 ラ其 ノ細胞 内或 ノ・細胞外 二於 テ認 メ

タ リ。

第、2試験Squalinノ 経 氣管 的注 入 ト生膿染 色

所 見小括

形態的攣化ノ・前試験 ノ場合 ト同様 ナリ。唯Kar-

min生 農染色 ノ封照二於 テ血管内外G多 核白

血球及少撒 ノ淋巴球 ノ集籏浸潤 テ示 ス所 アリ・

本試験二於 テモ斯ル像 テ見タルハ之 レ即Kar・

min注 入ニヨル刺戟作用 一 ヨルモ ノナラン。

Squalinノ ・肺胞内二於 テノ・固定性或ノ・剥脱遊離

セル上皮細胞内二於 テ或ハ叉同時 二肺胞 内二遊

走滲出 セル組織球性細胞ニヨリ貧喰囁取 サル ・

モ ノナル事 テ生艦染色 ニヨリ探知 スルラ得 タ

リ。肺胞内一遊走セル組織球性細胞 ガ密 二肺

胞テ充墳 シ其滲出物中二肺胞壁 ヨリ幼弱繊維 ノ

檜殖進入ラ示 スモ ノアリ。肺胞壁組織 二於 テハ

Squalinノ ・同様 二組織球性細胞 二貧喰 セラレ或

ハ遊離 ノ歌態 二於 テ認 メラル。

・総 括

Squalinテ 家 兎氣管道 ヨ リ肺 二注 入スル場合 二

大 量5.Occ、3.Occ注 入 ノ例 二於 テノ・注 入後7

日 目迄 ノ間 二於 テ膿 重 ノ僅 少 ナル減退 テ示 スモ

ノアリ。 然 ル ニ何等 生命 二危瞼 ナ ク経 過 ス。肺

ノ攣 化 ノ・注 入Squalinノ 多'ijg二 關 係 スル事大

ナ リ。大 量5.Occ、3.Occ注 入 ノ例 二於 テノ・肺 ハ

大部 分一過性 ノ輕度 ノ肺 炎 テ惹起 シ肺 胞上皮 ノ

剥離 及輕 度 ノ細胞浸潤 テ示 スモ多核 白血球 及淋

巴球 ノ浸潤 ハ紗 ク粘 膜 ノ加答見性 炎 ト見 ラル可

キモ ノナ リ。

遊 走細胞 ハ直 二吸牧 サル ・力或 ハ漸次肺胞壁 ヨ

リノ機化機轄 二攣化 ス、叉肺胞壁 ノ繊維 ノ檜殖

即 チ硬結状 ラ呈 シ肺胞 ハ高度 二厘i縮 サル、 カ ・

ル場合 二肺 ノ・肉眼上、灰 白色 ノ硬結 テ示 シ無氣

歌 テ呈 スル ニ至 ル(14日 経 過)。

肺 胞上皮 ハ完全 ナル再 生機轄 ラ示 シ圓桂状或 ハ

圓形 ノ細胞 ノ規則正 シキ配列 ニ ヨリ修復 サル。

即各肺胞間 二繊維 ノ壇殖 ニ ヨリ肺 胞腔 ハ挾 少 ト

ナ リ倫圓柱状及 圓形 上皮 一 ヨリ蓋 ハ ル ・二至 ル

爲 二宛 モ腺管状 ノ構造 テ窺 ハ シムルモ1ア リ。

Slualinノ 肺 胞 内侵入 ノ過量 二亙 ル時 ハ肺胞 壁

ノー部 二染色性弱 キ或 ハ不染 性 ノhothogenノ

構 ≡造 テ示 スニ至 ルNekrobioseノ 像 テ 示 スモ

ノア リ(7日 目)斯 ル攣 化ノ・大 量注 入 ノ場合7日

目 ノ所 見 一圭 トシテ認 メ ラル。注 入Squalinノ

蓮 命 トシテノ・先 ヅ肺胞 内 二到達 シタルSqualin

ハ肺 胞 上皮 ノ=剥離 テ促 シ是等剥 脱 セル上皮及其

ノ他 ノ滲出物 ト共 二再 ビ外界 二排泄 セ ラル。他

ノー部 ハ肺胞上皮 テ介 シテ肺胞壁 内 一入 リ特 二

組織球 性細胞 ニ ヨ リ各所 二蓮搬 輸迭 サル。或 ハ

淋 巴間隙 内二入 リ淋 巴管 テ経 テ流血 中 一入 ル運

命 テ辿 ルモ ノナ リ。

肺組織 二封 スル作用 ハ故 二或 …定量 二於 テハ肺

胞 内 二於 テ或 ハ肺胞壁 内 二入 リソ ノ部 ノ組織 細

胞 二或 ル種 ノ刺戟 トナ リ是等 ノ組織細 胞 ノ機能

二封 シ賦括 的 二作 用 スルモ ノナ リ
。組織 細胞 一

封 シ破壊的 二作 用 スル物質 ト賦括的 二作用 スル

物質 トハ其 ノ性 二於 テ必 ズ シモ相反 スル モ ノタ

ルテ要 セズ、要 ハ ソ ノ使用 ノ方 法及量的 關係 ガ

作 用條件 テ左右 スルモ ノナ リ。

爾Squalin注 入 ノ場合 ノ肺 二於 ケル組織 球性細

胞 ノ態度 ラ知 ラン トシテ注 入 ト同時 二Karmin
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一 ヨル静脈 内生禮染色 ラ施行 セ リ。 別 二Kar-

minノ ミニ ヨル生龍染 色 ノ封 照 テ 置 キ之 トノ

比 較 ノ下 二種 々検索 ノ結 果余 ノ使 用 セルKar-

minノ 量 ト生膿 染色法 ニョ リ テ ノ・肺胞 上皮 二

明 カナルKarminノ 囁 取 ヲ見 ズ。肺胞壁分布血

管 ノ内皮細胞 二陽性 ナルラ示 シ、或 ハ血管壁及

氣 管枝 壁 ノ周園結締織 中 ノ喰細胞 内 二陽性 ナル

モ ノテ多撒 二認 メ タリ。反 之Squalin注 入 ノ

例 二於 テノ・肺胞 内 二於 テKarmin生 膿 染色陽

性 ナ ル大 軍核組織球性細胞 ラ見SudanIII陽

性 ナルSqualinラ 同時 一 多敷貧喰 スルテ認 メ

タ リ.同 様 ノ所 見 テ肺胞壁 二於 テモ目撃 セ リ。

卸Squalinノ ・肺胞 」波 及組織球性細胞 二貧喰

セ ラレ氣道 ヨ リ逆 二再 ビ外界 二排泄 サ レ又一部

ハ組織球性細胞 二囁取 セラ レ浦化 サ し膿 ノ各 部

二蓮 バル、 即Squalinノ 新 陳代謝、蓮命 デ 主

宰 スル モ ノハ組織球 性細胞 ナ リ。肺 二見 ラル ・

攣化 トシテ肺胞 上皮 ノ再 生的機轄 ト間質 ノ檜殖

ノ・宛 モ肺 ノ外界刺戟 二封 シテ示 ス防禦的髪化 ニ

シテ肺 ノ外來刺戟 二封 スル抵抗形 トモ見倣 サル

可 キモ ノナ リ.カ ・ル肺 ノ憂 化ハ各種 ノ肺 ノ疾

病 二封 シ治療的機轄 二向 ツテ或 ル重大 ナル作用

テ示 スモ ノナ リ。余 ノ・家 兎 ノ實験 的肺結 核 二封

シSqualinノ 氣 管道 ヨ リ ノ注 入 ラ行 ヒタル結

果結核病攣 ノ阻 止及治療 二充 分 ナル 数果 ラ示

シタル テ實験 シ結核 第15巻 第10號 上 二登 表 セ

リ。 之 テ人艦 二封 シテ實験 シタルニ肺 ノ疾患特

二肺結核 二封 シ卓数 アルテ認 メタ リ
。爾此 ノ方

面 ノ研究 ノ・今後更 二多撒例 二就 テ實験 シ完全 ナ

ル結論 二到達 セ ン事 テ期 ス。

結 論

1.Squalinノ 大 量(5.Occ、3.Occ)及 小 量(1.O

cc、0.5cc)ラ 家 兎氣管道 ヨリ肺 二注入 セ リ、動

物 ハSqualinノ ー囘 量5.Occ以 下 一於 テハ生

命 二何 等支障 ナク經過 ス。

2.Squallnハ 肺胞 内二至 リテ滞 留 シ大軍核細

胞 性肺 炎 ラ惹起 シ、肺胞.ヒ皮 ノ剥脱 、大軍核細

胞 ノ遊走滲 出 ラ來 入モ多核 白血球及淋 巴球 ノ浸

潤 ハ甚少ク7日 後 二於 テハ全 ク認 メ ラレズ。

3.肺 胞 内 二 侵 入 シタルSqualinノ ー 部ハ 再

ビ氣道 テ經 テ外界 二排泄 セ ラレ又一部 ハ肺胞上

皮 テ介 シテ肺胞壁 二入 リ遊離 ノ牀態 二於 テ或ハ

組織球性細胞 内二入 リ各所 二運搬 サル。

4・ 約14日 後 二於 テ肺 胞上皮 ノ・椴子形乃 至圓

形 ノ上皮 ノ再生 テ來 シ加 フル ニ肺胞壁繊維 成分

ノ檜殖 ニ ヨリ肺胞腔 ノ・歴縮 セ ラ レテ甚 シク狭 少

トナ リ宛 モ腺管組織 テ見 ルガ如 牛モ ノア リ。

5.過 量 一時 二肺胞 内二浸 入 シタルSqualinハ

肺 胞壁 二Nekrobiose攣 性 ラ惹起 ス。

欄筆 二臨 ミ多々御懇切 ナル御 指導 ト御校閲 テ賜

リタル東 京醤 禦病理學教室 佐 々木教授、拉 二藤

本助教授 二封 シ深甚 ナル謝 意 テ表 シ、Lipiodo1

二關 スル御教示 テ受 ケタル淀 橋病院外 科篠井博

士二深謝 ス。
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